
●学校施設の耐震化と環境整備
　安全・安心な学校づくりのために、泉・善防中学校の耐震補強、宇仁小学校の改築工
事等を順次進めています。また、太陽光発電設備や空調設備の設置、トイレ改修を実施
し学校環境の改善を図っています。
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市政この一年を振り返り、「ふるさと再生」へ

【問合先】　秘書課☎㊷8701　℻㊸0291　hisho@city.kasai.lg.jp

　平成 23 年 6 月 17 日に「5 万人都市再生」をめざして誕生した西村市政。2 年を経て折り返しの 3 年目を迎えた加西市で、
この 1 年間どのような取り組みが行われてきたのか、その一部を紹介します。
　1 年目の取り組みは、広報かさい平成 24 年 7 月号をご覧ください。

人口推移（各年 3 月 31 日時点）

子どもたちが未来に希望を持ち、たくましい心と身体を育むために

平成 21 年 平成 22 年 平成 23 年 平成 24 年 平成 25 年

人口総数（前年比） 48,980 人（△ 569） 48,405 人（△ 575） 47,733 人（△ 672） 47,205 人（△ 528） 46,672 人（△ 533）

【この 1 年間で決定したことや実施したこと】

●中学校給食の完全実施
　平成 26 年 1 月の給食開始に向けて、（仮称）北条学校給食センターの建設工事がスタ
ートしました。給食では、食育推進基本計画に従い、加西市産野菜を使用し、地産地消
を図っています。

宇仁小完成予想図（12 月予定）

●各小学校区の通学路危険場所を整備
　路肩の幅が狭く、危険な通学路の安全対策を緊急に行うため、小学校区ごとに 300 万
円の予算で、各区長会や学校関係者などと話し合い、優先順位をつけて路肩拡幅やカラ
ー舗装などの整備を行いました。引き続き子どもたちが安心して通学できるように、整
備工事を実施していきます。

（仮称）北条学校給食センター起
工式（6 月 1 日）

交差点部のカラー舗装

ふるさと加西で住む、働く、結婚する、子どもを育てるために
●播磨国風土記 1300 年記念事業で地域活性化を
　日本に 5 つしか現存しない風土記の地として、また根日女の伝承を通じて加西の歴史・
文化を学ぶなどの様々な事業を編纂 1300 年とされる平成 27 年に向けて継続して展開す
ることで、加西市の魅力を発信するとともに、愛着と誇りを育み、地域活性化を図って
います。

播磨国風土記講座（5 月 24 日）

●住みたいまち、住みつづけたいまちをめざして情報発信
　インターネット就職情報サイト「就職ナビ 2014」に市内企業の情報発信を始めまし
た。また、子育て・定住支援情報サイト「かさい住タイル」はホームページだけでなく、
BLOG、facebook、twitter、LINE でリアルタイム情報を配信しています。子育てや定住
の情報が満載ですので、ご活用ください。

かさい住タイル

すべての人が生きがいや希望を持ち、安全・安心に暮らすために
●中学 3 年生までの医療費無料化や風しん予防接種助成を実施
　子どもや子育て家庭を地域社会全体で支援するために、中学 3 年生までの全医療費を
無料化（平成 24 年 7 月から）や多子世帯の保育料軽減助成（平成 24 年 4 月から）、さ
らに土曜日対応可能な学童保育施設の建設を進めています。その他、不妊治療費助成や
風しん予防接種費助成（6 ページ参照）も行っています。

九会幼児園入園式

●高齢者・障がい者などの安全・安心の暮らしをサポート
　すべての人にとって住みやすいまちの実現に向けて、地域包括支援センターや障害者

（児）相談支援センター、障がい者虐待防止センター等を核に、虐待や暴力から高齢者・
障がい者・配偶者・子どもなどを守る総合的な相談支援体制を充実させています。また、

「コープこうべ」及び「兵庫みらい農協」と協定を締結し、連携して高齢者を見守る環
境づくりを進めています。10 月には、健康増進センターと健康課を健康福祉会館へ移転
し、健康づくりと福祉の拠点として事業の充実を図ります。コープこうべと協定を締結

地球に優しい新エネルギー普及や自然との共生社会の実現のために
●太陽光発電・メガソーラー施設などの新エネルギーの普及
　平成 25 年 3 月に制定した「加西市グリーンエナジーシティ構想」により、環境に対
する負荷の少ない家庭用太陽光発電システム設置等に対して助成しています。また、小
中学校への太陽光発電設備の設置、メガソーラー施設の建設誘致など低炭素社会の実現
に向けて支援しています。

加西第 1・第 2 メガソーラー発電
所（豊倉町）

●自然環境教育の充実や里山整備で豊かな自然を次の世代へ
　ふるさと加西の豊かな自然を次の世代へ伝えるために「生物多様性かさい戦略 2013」
を軸に、具体的な行動として県立人と自然の博物館と連携しながら環境学習に取り組ん
でいます（24 ページ参照）。

日本一小さいハッチョウトンボ

地域が自らの意思で地域課題に取り組み、ふるさと加西が活性化するために
●住民が主体となってまちづくりを進める「ふるさと創造会議」の設立に向けて
　各小学校区に「ふるさと創造会議」を設立していくために、有識者や地域住民の方に
仕組みなどを検討していただきました。また、地域担当職員の地域への配置、昨年 6 月
と今年 2 月に行った「タウンミーティング」での皆さんの意見をまとめ、地域に応じた「ふ
るさと創造会議」の設立に向けて動き出します。

2 月に行ったタウンミーティング

●ふるさと納税が過去最高
　加西市出身の方やゆかりの方のふるさと加西に対するあたたかい思いから、平成 24
年度は、過去最高の 125 名から 2,423 万円の納税をいただきました。平成 20 年度から
合計すると 8,829 万円（延べ 410 名）になります（5 ページ参照）。

ふるさと納税カタログ

人件費の削減
　期末手当 0.6 カ月、管理職手当 20％の独自カットから、7 月より給与（部長・課長 9％、課長補佐・係長 7％、主任・
主事 5％）及び管理職手当 10％を削減する措置に移行しています。独自カットと同様に給与カット等で得られる削減額
については、子育て支援策に使われます。

　未来に続くふるさと加西を子どもたちに伝え残していくために、今後もタウンミーティングや意見交換の場を通じ、
市民の皆さんと真摯に意見を交わしながら、市政に反映させていきます。
　直面する人口減少という大きな課題を市民の皆さんと共有し、一丸となって取り組み、「ふるさとの見つめ直し」「強
いきずなづくり」「人口増加」にまい進していきます。
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未来に続くふるさと加西のために
ブログ


